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  多重回帰分析において、willingnessに関連がある要因は態度得点(Adjusted  
Odds Ratio (AOR)=2.64, p<0.001)、エイズサービスに対する自信があること 
(AOR=2.79, p<0.001)、および医療機関のレベルであった。 
 
考察 
  医療従事者はエイズの予防策や治療行為の中で一番重要なキーパーソンであ
り、本研究の結果から、中国の医療従事者のエイズに関する知識は不十分であり、
HIV感染者／AIDS患者に対する態度、診療意欲にも問題があることがわかった。
特にHIV感染者、エイズ患者が集中する中国農村部では、臨床医の知識、態度・
意欲が不十分であった。今後、医療従事者、特に農村部の臨床医に対して早期に
効果的な教育介入の必要性が強く示唆された。 
 
